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5月号

　2021年度のベルマーク運動説明会はコロナ禍のため、
昨年に続いて中止になりました。代わりに説明会でお話
する予定だった内容をまとめた「バーチャル説明会」コー
ナーをＨＰに開設しました。ご参照ください。
　ベルマーク運動の現状や実務についての説明のほか、
今回は工夫を凝らして活動している学校の事例集も作り
ました。協賛会社から届いたベルマーク商品やキャン
ペーンの資料も、こちらからご覧になれます。ウェブベ
ルマーク協会からのお知らせも掲載しています。
　ベルマーク運動の理念や具体的な進め方については、
ＨＰ「ベルマーク運動って？」の各項目もご参照くださ
い。学校の事例集もそこに掲載してあります。昨年度
の支援実績などはＨＰ最下部の「財団情報」から入って
「2020年度報告」をご覧下さい。
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　横浜市東部の126の郵便局が合同でベ
ルマーク収集に取り組み、4万6869.3
点を地域の小学校へ寄贈しました。初め
ての試みでしたが、1ヵ月という短い期
間での収集活動は大きな成果に結びつき
ました。
　横浜市の 7行政区（西区、神奈川区、
港北区、都筑区、緑区、青葉区、鶴見区）
の郵便局で作る日本郵便横浜市東部地区
連絡会が実施しました。社員間のコミュ
ニケーションを目的とした秋の運動会が
昨年はコロナ禍で中止になったため、集
まらなくても出来る活動として、若手社
員が代わりに発案したのが、ベルマーク
の収集でした。
　11月を収集期間、12月を仕分け・集
計期間と定め、集中的に取り組む計画を

立てました。名付けて「横東秋のベルマー
ク大収穫祭」。イベントをより盛り上げ
るため、エリアごとの「部会」対抗で点
数・枚数を競うことにしました。ただし、
ルールは「強制せず、楽しみながら集め
ること」。
　とは言え、呼びかけるだけではマーク
はなかなか集まりません。そこで「ベル
マーク !! ここにあったよ」というプリ
ントを作り、社員がベルマークを見つけ
た商品やその点数を記入して FAX で共
有することにしました。プリントの一言
欄には、その商品をおいしく食べるレシ
ピや、お店のセール情報なども書き込ま
れ、運動を進める楽しさが増したそうで
す。
　仕分け・集計はオリジナルの台紙を使

いました。なんとアドバイスをくれたの
は、実務を担当した馬場武志・中川駅前
郵便局長の奥さん、春那さんです。小学
校でベルマーク活動を担当していて「ど
うマークを整理したら寄贈先の学校が喜
んでくれるか」考えてくれたそうです。
　1月に緊急事態宣言が発令されたた
め、ベルマークの寄贈式を開くのは難し
くなりましたが、オンライン校長会の開
催にあわせて 2月に神奈川区の市立大
口台小学校への訪問が実現。東神奈川部
会と西神奈川部会が集めたベルマーク
を、代表として田川斉史校長に手渡しま
した。
　学校からは、感謝の声が多く寄せられ
ました。特にマークの整理が済んでいた
ことが喜ばれたそうです。

　馬場局長は今回、「地域貢献活動は『や
らされる』のではなく自発的に楽しく取
り組むことが大切」と感じたそうです。
また、連絡会の統括局長を務める串田明
彦・横浜池辺郵便局長は、今後の目標を
「地域の皆様に安心・安全を提供し、『郵
便局があってよかった』と感じてもらう
ことが私たちの仕事。地域に合ったサー
ビスを提供し、拠り所となる存在であり
たい」と語ってくれました。

バーチャル説明会、今年もHPで開催中
協賛会社8社からのお知らせも

日本郵便横浜市東部地区連絡会、1ヵ月で4.7万点収集
126の郵便局が小学校に寄贈

①左から馬場武志・中川駅前郵便局長、串田明彦・横浜池辺郵便局長　②オリジナルの台紙いっぱいに貼られたマーク　③横浜市立大口台小学校で、社員から田川校長へベルマークが手渡された
④お話をうかがった中川駅前郵便局はかわいらしい建物　⑤ベルマーくんと、日本郵便公式キャラクターの「ぽすくま」　⑥レクリエーション担当者がFAXで収集を呼びかけた　⑦「ベルマーク!!ここにあったよ」プリント

郵便局員のみなさん、
ありがとうございました!!
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